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は　じ　め　に

経済のグローバル化は，人や物資の移動に伴う生物の
偶発的な分散を引き起こしている。2000年代初頭から，
中国を起源とするツマアカスズメバチ（Vespa velutina）
が，船荷に付随して欧州や韓国で帰化している。国内で
は，2012年に長崎県対馬市で（境・高橋，2014），2015

年には福岡県北九州市で発見されている（MINOSHIMA et 

al., 2015）。また同年 1月には，外来生物法に基づく特定
外来生物に指定されている。
本種は，原産地では在来のミツバチを捕食することが

知られている。侵入地のフランスや韓国では，養蜂種で
あるセイヨウミツバチへの被害が発生しているととも
に，果実を食害する農業害虫となっている。対馬でもニ
ホンミツバチへの被害が 2013年以降に報告されるよう
になっている。これらの結果から仮にツマアカスズメバ
チが本土で定着した場合，セイヨウミツバチおよびニホ
ンミツバチに影響を及ぼす可能性が高い。その結果，花
粉交配用ミツバチが不足し，農業への影響だけでなく，
果実を食害する直接的な被害も懸念される。そこで本稿
では，特に侵入地での本種の生態について解説し，農業
害虫としての対策を考える。

I　分 類 と 形 態

ツマアカスズメバチは，スズメバチ科（Vespidae）・
スズメバチ亜科（Vespinae）・スズメバチ属（Vespa）に
属する。本種は，東は中国東部，西はインド，南はイン
ドネシア，北は中国陝西省までに自然分布しており，そ
の色彩形態から 12亜種が記載されている。ヨーロッパ
や日本や韓国において侵入外来種となった亜種は，いず
れも中国東部を起源とする V. v. nigrithoraxであると考
えられている。本亜種の体長は，女王蜂 25 mm，働き
蜂 20 mm，雄蜂 23 mm前後である。色彩形態は，頭頂
部から腹部第 3節までが黒色，頭部と腹部第 1～ 3節の

末端の帯および膨腹部が黄色ないし橙色である（図―1，
口絵①）。国内には本亜種と色彩が類似するスズメバチ
は生息していないため，在来種との識別は容易である。

II　侵　 入　 史

本種が侵入外来種となってまだ日は浅く，世界へ拡散
して 10年ほどである。外来種としては，2003年に韓国
の釜山市および 2004年にフランス南西部での発見が最
初の記録となる。いずれの例も，中国東部から輸入され
た物資に付帯して港湾から侵入したものと考えられてい
る。その後は，勢力が衰えることなく，毎年数十 kmの
速度でそれぞれヨーロッパ諸国および朝鮮半島で分布の
拡大を続けている。
国内では，2012年 10月に初めて長崎県対馬市の北西

部において捕獲された（図―1，口絵①）。色彩形態と遺
伝子解析調査から，ヨーロッパおよび韓国に侵入してい
たツマアカスズメバチと同じ亜種であることがわかって
いる。2013年に，我々のグループと対馬市と地元の有
志メンバーで島内を調査したところ，島の北部を中心に
50個以上の巣が発見され，対馬市に定着していること
が確認された（高橋ら，2015）。対馬と釜山には，定期
航路が就航されていることから，海外の例と同様に，船
荷に付随して持ち込まれたと推測された。2013年以降
のモニタリングでは，島の各地で個体数が急増してお
り，島の北部に限定されていた分布域は，すでに島内全
域に拡大していた。その後は，環境省によるモニタリン
グや，早期根絶と本土への移入の未然防止のための特定
外来生物に指定（2015年 1月 9日採択，同年 3月 1日
施行）されているが，個体数は増加傾向にある。また
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図－1 ツマアカスズメバチ働き蜂成虫の外部形態
（左：背面，右上：頭部正面，右下：側面）
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2015年 8月には，福岡県北九州市において，本種の営
巣が確認され（MINOSHIMA et al., 2015），2016年5月には，
宮崎県日南市において，女王蜂 1個体が捕獲された（環
境省，2016）。その後の調査では，見つかっていないた
め定着しているかは不明である。いずれにしても韓国・
中国から侵入していることは間違いないが，その経路は
未だ確定できていない。

III　生　　　態

スズメバチ属は，一般に一年性の生活史を営むことが
知られている。巣には，1頭の女王蜂とその娘にあたる
働き蜂が存在しており（単女王制），繁殖期にあたる秋
には雄蜂や新女王蜂も見られるようになる。原産地のツ
マアカスズメバチの生態に関して不明な点は多いが，養
蜂場に飛来してミツバチを捕食すること，巨大な巣を作
ること，攻撃性が高いこと等が知られている（MARTIN, 

1995；KEN et al., 2005）。
 1 生活史（対馬での観察例）
越冬期を乗り越えた女王蜂（秋に羽化する新女王蜂と
区別するため創設女王蜂と呼ばれる）は，春から初夏に
かけて一頭で巣の創設を開始する。巣は，外敵に見つか
りにくく安定した環境にある狭い地中穴や樹洞などの遮
蔽空間に造られる。初夏に入ると，第一世代となる働き
蜂の羽化が始まり，女王蜂は産卵に専念するため，それ
以外の採餌・巣造り・外敵からの防衛等のすべての仕事
は働き蜂に分業される。その後，巣は急速に発達し，営
巣場所が手狭になると開放空間への巣の引っ越しが行わ
れる。引っ越し後の巣は，木の細枝や建物の軒下等の

5 mから 30 mほどの高所へ取り付けられ，初めて人目
につくようになる。木の枝に営巣する場合，多数の細枝
を取り巻くように営巣されるのが本種の特徴である（図―
2，口絵②）。また，5 m以上の高さの高木に営巣するこ
とは在来種では少なく，さらに木の太枝の付け根にぶら
下がるように取り付けられるため，巣の設置位置から在
来種か本種の巣かを容易に区別することができる。
秋には，巣のサイズと働き蜂の数が年間を通して最大
に達し，繁殖個体の生産が開始される最盛期へと移行す
る。9月から雄蜂が羽化し始め，その 1週間ほど後から
新女王蜂が羽化する。対馬では在来スズメバチ類よりも
繁殖期間が長いと考えられ 12月まで繁殖個体の生産を
続けている。成熟した新女王蜂は，巣から飛び立ち野外
で他巣の雄蜂と交尾を行った後に，地中や朽木の中で春
まで休眠する（未発表）。
本種の生活史は，在来スズメバチと酷似しているが，
侵入種として多方面にわたる被害をもたらす主因は，そ
の旺盛な繁殖力にあると考えられている。巣は，高さが
50 cmから最大 2 mにも達し，中には数百から 2,000個
体を超える成虫が活動する。秋には，一つの巣から数百
から 1,000頭以上の繁殖虫（女王蜂と雄蜂）が生産され
ると推定されている（未発表）。いずれも，在来スズメ
バチの中で最も営巣規模の大きいキイロスズメバチの約
1.5倍にあたり，在来生物群集や農業への被害の増加の
要因となっていると予測される（後述）。

 2 攻撃性（防衛行動）
一般的に，スズメバチの攻撃性の強さは，巣の規模と

相関がある。巨大コロニーを形成するツマアカスズメバ

図－2 対馬に営巣したツマアカスズメバチ
（左：駆除の様子，右：巣全体）
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チは，原産地では極めて高い攻撃性のあることが知られ
ている（MARTIN, 1995）。しかし，侵入地であるフランス
や対馬では，原因はわからないが，攻撃性は高くない。
対馬では，基本的に巣の側を通過する程度では刺傷被害
を受けることはない。本種の毒性自体は，筆者が 2度刺
されている経験から推測して，他のスズメバチに比べて
あまり高くないように感じている。しかし，フランスで
は，本種の刺傷による数名の死者（アナフィラキシー性
ショック死による）が出ているため，蜂毒アレルギー体
質の人は注意が必要である。

 3 食性
スズメバチは，食物としてタンパク質と炭水化物を収
集する。タンパク源は，成虫が狩る昆虫やクモの肉が中
心となり，幼虫によって消費される。スズメバチ属では，
特定の獲物のみを捕食するスペシャリストと，多岐にわ
たる昆虫類を捕食するジェネラリストへと採餌戦略を分
化させている。ツマアカスズメバチは，後者に分類され，
獲物の種類はハエ目やハチ目が上位を占め，そのほかに
チョウ目・コウチュウ目・バッタ目昆虫を狩るものと推
測される。
炭水化物源は，樹液，花蜜，幼虫の分泌液，キノコ，
甘露，清涼飲料水等に依存しており，果樹園に実る果実
も餌とするため，果樹害虫に位置づけられている（後
述）。これらは，主として成虫の活動エネルギーとして
利用される。

 4 天敵
スズメバチの天敵は，野外で成虫を捕食するもの（小
型鳥類）や，巣を襲って成虫や蜂児を捕食するもの（ア
リ・ハチクマ・哺乳類），成虫や幼虫の体内に寄生する
もの（寄生蜂・センチュウなど）等多岐にわたる（松浦・
山根，1984）。侵入地では，これら天敵の数が少ないこ
とが予測され，定着要因の一つになっていると考えられ
ている。対馬には，オオスズメバチが他種のスズメバチ
の天敵として存在しているが，ツマアカスズメバチの営
巣高度が高いため，オオスズメバチに見つかりにくく捕
食される確率は非常に低い（未発表）。

IV　ツマアカスズメバチがもたらす被害

本種が侵入地にもたらす被害は，主として①生態系の
かく乱，②農業（養蜂業）への被害，③人への健康被害
の3点が挙げられる。ここでは①と②について解説する。

 1 生態系のかく乱
ツマアカスズメバチの帰化から約 10年が経過した韓
国や欧州では，競争や捕食を通した在来種への影響が顕
在化しつつある（ROME et al., 2011；CHOI et al., 2012）。生

態的地位の類似する在来スズメバチとの餌資源や営巣場
所の競合は避けられず，韓国や対馬では在来スズメバチ
類を駆逐し，本種が最優先種となっている（CHOI et al., 

2012；高橋未発表）。さらに，在来種への直接的な捕食
も大きな懸念材料である。対馬は，日本系と大陸系の動
物を有する島嶼生態系を有しており，絶滅危惧種を含む
固有種や固有亜種が生息している。スズメバチの中で
も，多岐にわたる昆虫種を捕食し，また営巣規模が大き
いため，より多くの在来種への捕食被害が予測される。
在来スズメバチ類と本種が置換した場合，希少種への被
害は甚大であり，場合によっては絶滅することも懸念さ
れる。

 2 農業への被害
（ 1）　花粉媒介者の捕食
本種による農業への被害の一つに，送粉者であるミツ
バチを捕食することによるミツバチ不足が懸念されてい
る。セイヨウミツバチは，イチゴ，スイカ，メロン，マ
ンゴー，モモ等 100種以上の農作物の花粉交配に貢献し
ている。（一社）日本養蜂はちみつ協会（1999）の試算
では，国内の農業への貢献額は約 3,000億円を超える規
模とされている。ツマアカスズメバチは，狩猟対象とし
てミツバチを選好する。特にセイヨウミツバチは，スズ
メバチへの有効な対抗手段を進化させていないため，欧
州や韓国ではセイヨウミツバチコロニーの壊滅的影響が
報告されている（JUNG, 2008；MONCEAU et al., 2014）。ま
た，本種のミツバチの捕食によりコロニーの抵抗力が低
下し，結果的に他種のスズメバチによる被害が大きくな
っているという報告もある（MONCEAU et al., 2014）。
本種がセイヨウミツバチ導入地域に定着を果たした場

合，交配用ミツバチの減少は免れない。ミツバチの不足
は，授粉率および生産性の低下や花粉用ミツバチの高騰
等を招き，農業に対する経済被害は計り知れない。
（ 2）　果実の食害
在来スズメバチ属全種は，熟果を食害する果樹害虫と
しても知られている。果樹への被害としては，芳香を放
つ収穫前の果実を食害する一次加害と，他の生物による
被害果，過熟した果実，地表に落下して腐敗化した果実
を摂食する二次加害に分けられる。前者が，スズメバチ
による果樹への直接的な被害にあたる。国内では，イチ
ジク，ブドウ，ナシ，モモ，カキ，パイナップル，リン
ゴ，スモモ，サクランボへの被害例が報告されている（松
浦・山根，1984；松浦，1995）。ただし，他の炭水化物
源の供給量などが要因となり，被害の程度は年や地域に
よって大きく変動する。
国内では，特に果皮や果肉の柔らかいイチジクやブド
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ウへの加害が最も大きいことが予測される。一時被害に
ついては，果樹園に飛来したスズメバチは，果皮をかじ
り果肉部や果汁を摂食する。満腹となったら，巣へ持ち
帰り，巣の仲間へ供給したのちに，再度同じ果実を加害
する。ブドウでは，流れ出た果汁が健全な果実に触れ，
そこから房全体に病気がまん延する間接的な被害も頻繁
に生じている（松浦・山根，1984）。
これらの対策として，収穫時期を早めたり，スズメバ

チの活動ピークと収穫時期の重複しない品種を栽培した
りすることが推奨されている。また，被害果や落下した
ものを放置しておかないことも，さらなるスズメバチの
訪果の抑制に有効と考えられている。
欧州において，ツマアカスズメバチはプラム，セイヨ
ウナシ，イチジク，ブドウ，イチゴ，クルミ，リンゴへの
飛来が報告されている（MARRIS, 2011；MANRIQUEZ, 2015）。
本種が日本本土に定着した場合，同様の被害が予測され
るが，本種の対馬での営巣規模は欧州や韓国と比べて大
きくなる傾向があるため，この高い繁殖力を背景に農作
物への被害の程度も大きくなることが懸念される。

V　今後のモニタリングの重要性

本種の侵入地では，発見した巣の駆除，スズメバチト
ラップによる女王蜂の捕殺等の対策がとられている。し
かし，個体数の抑制や根絶に至った例はなく，分布拡大
に歯止めが効いていない状況である。その一因に，スズ
メバチの生殖方法が挙げられる。スズメバチの女王蜂は
受精嚢に精子を貯蔵する機構を持ち，交尾済みの女王蜂
1頭からでも，新天地において持ち前の繁殖能力を背景
に，個体数を爆発的に増加することができる。実際に，
ヨーロッパへの侵入集団の起源は，数頭の女王蜂に由来
すると推測されている。外来種の根絶には早期の対応が
重要であるが，本種の侵入に気付いたころにはすでに手
遅れとなっている可能性が高い。また，在来近縁種が分
布する国内では，侵入種特異的な防除方法でなければ，
在来種の減少につながりかねないことが，より防除を困
難にすると考えられる。現在のところ有効な防除方法は
ないのが現状である。

外来生物に対して，一度でも定着拡大を許してしまう
と，根絶にはコストがかかり，また極めて困難となるこ
とが多い。現在，我が国がとるべき最優先事項は，本土
への移入を阻止することである。すでに九州に定着して
いる可能性も考えられるが，防除が困難になる前に，初
期侵入集団の根絶が重要である。したがって，本種の侵
入地との交易港からの物資の検疫体制の強化や，港周辺
のモニタリングが重要な課題である。

お　わ　り　に

本種の侵入の歴史は浅く，また原産地の研究例も乏し
い。そのため，在来生物群集や経済への被害状況に関し
て，解明されていないことが多い。まだ局地的にしか分
布していない国内では，侵入直後である現在の初期対応
に，日本の生態系と今後の農業の未来がかかっている。
本種の食性の解明や経済への影響を定量化しつつ，国や
研究機関，住民の連携をもとに，一刻も早い防除・根絶
方法の確立が急がれる。
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